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ウ
ソ
と
隠
ぺ
い
の
政
権
は

も
う
ご
め
ん

東
京

川
合

広
美

安
倍
首
相
主
催
の
「
桜
を

見
る
会
」
の
疑
惑
が
解
明
さ

れ
な
い
ま
ま
国
会
が
閉
じ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
年
々
増

え
る
予
算
と
功
労
者
（
？
）
、

悪
徳
マ
ル
チ
商
法
会
社
「
ジ
ャ

パ
ン
ラ
イ
フ
」
へ
の
招
待
。

名
簿
を
要
求
し
た
そ
の
日
の

う
ち
に
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か

け
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ

も
な
い
と
い
う
。
明
ら
か
に

「
ウ
ソ
」
と
「
隠
ぺ
い
」
で

真
実
を
覆
い
隠
し
て
い
る
と

だ
れ
も
が
感
じ
て

い
ま
す
。
税
金
を

使
っ
て
「
桜
を
見

る
会
」
を
私
物
化

す
る
安
倍
政
権
は

終
わ
ら
せ
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

８
年
経
っ
て
も
友
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が

大
阪

岸
本

満
栄

11
月
末

に
68
歳
に

な
り
ま
し

た
。
早
い

も
の
で
退

職
し
て
８

年
が
経
つ

と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
京
都
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
セ
ン
タ
で
い
っ
し
ょ
に

組
合
を
が
ん
ば
っ
て
い
た
Ｓ

さ
ん
か
ら
も
ラ
イ
ン
で
お
祝

い
の
言
葉
を
も
ら
い
、
同
期

の
Ｈ
さ
ん
か
ら
は
毎
年
お
互

い
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い

ま
す
。
良
い
仲
間
に
恵
ま
れ

た
な
あ
ー
と
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
お
互
い

身
体
を
大
切
に
。

■ヨコのカギ

①セメントと砂を水でねっ

たもの

②紙で出来た皿などの食器

③「勇魚」の読みは

④無理押し、理に合わない

ことを強引に押し通すこと

⑤○○点、○○流、水質汚

○○

⑥恵比寿、戎の音変化した

呼び名

⑦ぬけがら、○○○のから

⑧東北地方におけるウシの

呼称

【
問
題
】
Ａ
～
Ｌ
を
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
？

【
応
募
商
品
と
景
品
】

ハ
ガ
キ
に
答
え
と
住
所
・

氏
名
、
通
信
労
組
に
対
す
る

意
見
、
職
場
の
こ
と
な
ど
一

言
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３

人
の
方
に
図
書
券
を
進
呈
。

一
言
は
趣
旨
を
変
え
ず
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
送
り
先
】
「
通
信
労
組
」

編
集
委
員
会
あ
て
、
フ
ァ
ク

ス
03
―
５
３
５
５
―
７
９
３
０

Ｅ
メ
ー
ル

k
o
e
t
c
w
u

@g
m
a
i
l

.c
o
m

【
し
め
き
り
】

１
月
20
日
消
印
有
効

10
月
号
正
解

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

お楽しみ ロスワード ズルク パ

応
募
者
７
人
、
正
解
者
全
員

当
選
者

（
大
阪
）
Ｎ
・
Ｋ
さ
ん

（
京
都
）
Ｃ
・
Ｍ
さ
ん

（
山
口
）
Ｏ
・
Ｋ
さ
ん

11
月
16
日
か
ら
17
日
ま
で

仙
台
市
内
で
第
64
回
「
は
た

ら
く
女
性
の
中
央
集
会
」
が

開
か
れ
、
の
べ
７
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
働
き
方
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
社
会
保
障
、
憲

法
な
ど
の
分
科
会
が
開
か
れ
、

参
加
者
同
士
が
交
流
し
あ
い

ま
し
た
。
二
日
目
の
全
体
会

で
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た

実
行
委
員
長
の
長
尾
ゆ
り
全

労
連
副
議
長
は
、
「
９
条
改

憲
許
さ
な
い
女
性
や
市
民
と

野
党
の
共
闘
が
改
憲
策
動
を

阻
ん
で
い
る
」
と
強
調
し
、

「
働
く
女
性
の
共
同
で
未
来

を
切
り
開
き
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
和
光

大
学
名
誉
教
授
の
竹
信
三
恵

子
さ
ん
が
記
念
講
演
を
行
い
、

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興

支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー

の
小
川
静
治
事
務
局
長
が
「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
も

と
づ
く
支
援
金
の
最
高
額
を

５
０
０
万
円
へ
引
き
上
げ
る

こ
と
」
と
訴
え
ま
し
た
。

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
正
月
に
向
け
こ
れ
を

つ
き
ま
す

⑨
「
雪
が
降
る
、
あ
な

た
は
来
な
い
」
歌
い
手

は⑩
（Q

u
n
u

）
は
、
南

ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
東

ケ
ー
プ
州
に
属
す
る
村

⑪
「
高
砂
」
の
読
み
は

⑫
神
戸
、
震
災
復
興
・

光
の
祭
典

⑬
幼
児
語
で
、
主
に
着

物
の
こ
と

⑭
第
２
６
６
代
ロ
ー
マ

教
皇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

サルトリイバラ 鎌 田 純 三

11
月
29
日
、
西
日
本
交
渉
を

パ
ル
法
円
坂
で
行
い
ま
し
た
。

年
末
特
別
手
当
に
関
す
る
要

求
と
安
全
衛
生
に
関
す
る
要
求
、

多
発
・
大
規
模
化
自
然
災
害
に

対
す
る
通
信
設
備
な
ど
対
策
強

化
に
関
す
る
要
求
に
つ
い
て
交

渉
し
ま
し
た
。

年
末
手
当
に
対
す
る
Ⅰ
評
価

査
定
を
廃
止
す
る
こ
と
に
対
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
を
高
め
る
た

め
で
応
じ
ら
れ
な
い
と
の
回
答

だ
が
、
組
合
と
し
て
は
毎
年
春

闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
組
み
評

価
制
度
に
つ
い
て
は
「
恣
意
的

な
評
価
で
納
得
が
い
か
な
い
」

の
声
が
多
い
。
高
い
成
果
の
達

成
社
員
を
評
価
す
る
の
は
良
い

が
、
透
明
性
の
な
い
評
価
で
25

も
減
額
の
Ⅰ
評
価
は
廃
止

す
べ
き
だ
と
追
及
し
ま
し
た
。

安
全
衛
生
の
要
求
で
は
、
通

信
労
組
は
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
問
題
の
解
決
へ
具
体
的
な

対
策
を
要
求
し
て
い
る
が
、
会

社
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
軽
視

の
回
答
は
改
め
る
べ
き
だ
と
指

摘
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
の
対
策
で
は
、
持

株
会
社
の
社
長
も
対
策
の
強
化

に
言
及
し
て
い
る
。
具
体
的
対

応
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
が

必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
継
続
雇
用

裁
判
を
支
援
す
る
会
」
第
４
回

総
会
が
11
月
27
日
、
国
労
大
阪

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
大
阪
高
裁
（
田

中
敦
裁
判
長
、
吉
川
愼
一
裁
判

官
、
日
野
直
子
裁
判
官
）
が
11

月
７
日
に
言
い
渡
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
の
高
年
法
違
反
を
免
罪

す
る
不
当
判
決
に
抗
議
す
る
と

と
も
に
、
最
高
裁
で
必
ず
勝
利

す
る
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

弁
護
団
の
井
上
弁
護
士
は

「
高
裁
判
決
は
希
望
者
全
員
を

継
続
雇
用
す
る
こ
と
を
定
め
た

高
年
法
の
目
的
を
歪
曲
し
、
60

歳
満
了
型
社
員
が
継
続
雇
用
さ

れ
な
い
こ
と
は
、
著
し
く
不
合

理
と
は
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
と
、

高
年
法
９
条
の
違
法
ラ
イ
ン
を

不
当
に
下
げ
、
さ
ら
に
労
働
契

約
法
７
条
の
解
釈
に
つ
い
て
も

誤
っ
た
判
断
を
し
て
お
り
、
原

告
ら
の
期
待
権
を
侵
害
し
て
い

る
」
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

裁
判
支
援
を
訴
え
る
大
村
、

角
田
組
合
員
11
月
17
日

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
11
月
30
日
・

12
月
１
日
、
神
奈
川
県
湯
河

原
で
20
春
闘
討
論
集
会
・
組

織
建
設
全
国
会
議
を
行
い
98

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

三
木
陵
一
委
員
長
は
あ
い

さ
つ
で
「
20
春
闘
は
消
費
税

増
税
な
ど
の
物
価
上
昇
で
、

生
活
悪
化
と
景
気
悪
化
が
同

時
に
進
行
す
る
も
と
で
経
営

者
側
か
ら
『
先
行
き
不
安
』

を
口
実
に
し
た
賃
上
げ
に
対

す
る
強
い
抵
抗
が
予
想
さ
れ

る
な
か
、
要
求
を
実
現
す
る

上
で
大
切
な
こ
と
は
、
第
１

に
生
活
を
土
台
に
し
た
要
求

づ
く
り
を
徹
底
し
て
行
い
生

計
費
原
則
を
貫
き
通
す
こ
と
。

第
２
に
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を

軸
に
し
た
産
業
別
統
一
闘
争

で
全
体
の
賃
上
げ
を
め
ざ
す
。

第
３
に
賃
金
・
労
働
条
件
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
で
組
合

員
を
拡
大
な
ど
組
織
強
化
す

る
」
。
さ
ら
に
「
消
費
税
の

減
税
、
労
働
法
制
と
社
会
保

障
改
悪
の
阻
止
、
安
倍
９
条

改
憲
を
阻
止
し
安
倍
内
閣
退

陣
を
め
ざ
す
た
た
か
い
を
す

す
め
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

笠
瀬
隆
司
書
記
長
が
20
春

闘
方
針
案
（
20
春
闘
パ
ン
フ
）

を
提
案
、
討
論
で
は
35
人
が

発
言
し
ま
し
た
。

岡
本
宗
和
通
信
産
業
本
部

書
記
長
は
「
20
春
闘
は
、
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
同
一
労

働
同
一
賃
金
制
度
を
目
前
に
、

60
歳
超
え
時
給
制
社
員
な
ど

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
賃
上

げ
実
現
を
は
じ
め
、
組
合
員

が
ス
ト
に
立
ち
上
が
っ
て
良

か
っ
た
と
言
え
る
た
た
か
い

を
展
開
し
た
い
」
と
決
意
を

の
べ
、
「
拡
大
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
配
布
」
「
西
日
本
継
続
雇

用
裁
判
」
「
コ
ム
ウ
ェ
ア
裁

判
」
へ
の
支
援
を
訴
え
ま
し

た
。
春
闘
討
論
集
会
に
は
、

土
方
春
樹
書
記
次
長
も
参
加

し
ま
し
た
。

団
体
交
渉
報
告

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

働く女性のつどい中央集会in仙台

２６３

働く女性の共同で未来開こう

Ｊ

Ｍ

Ｉ

Ｔ

Ｕ

春

闘

討

論

集

会

挨拶する三木陵一委員長

す
べ
て
の
仲
間
の
賃
上
げ
と
雇
用
の
安
定
で

く
ら
し
と
経
済
を
た
て
な
お
そ
う

12
月
２
日
、
東
日
本
と
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。

年
末
特
別
手
当
に
つ
い
て
会

社
は
、
組
合
の
要
求
額
に
つ
い

て
そ
の
根
拠
を
執
拗
に
追
及
し

て
き
ま
し
た
が
、
宇
佐
美
俊
一

委
員
長
が
具
体
的
に
説
明
し
改

め
て
要
求
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
社
は
組
合
の
要
求
を
望
外
な

要
求
で
あ
り
内
実
は
厳
し
い
と

の
見
解
を
示
し
、
社
会
情
勢
や

自
社
の
財
務
状
況
を
全
く
顧
み

な
い
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。

今
後
も
大
幅
な
賃
上
げ
を
要
求

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

個
人
Ｐ
Ｃ
点
検
に
つ
い
て
は

調
査
・
報
告
の
強
要
を
止
め
る

よ
う
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
、
相
談
窓
口
が
労
働

者
目
線
で
機
能
す
る
よ
う
要
求

し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
発
・
大

規
模
化
自
然
災
害
に
対
す
る
通

信
設
備
な
ど
の
対
策
強
化
に
つ

い
て
要
求
し
ま
し
た
。

ＮＴＴ東日本交渉団のみなさん

争
点
整
理
、
人
証
準
備
を
促
す

と
同
時
に
和
解
へ
の
示
唆
も

11
月
８
日
の
第
８
回
期
日
は
、

裁
判
長
が
、
原
告
側
主
張
の
法

律
的
な
根
拠
を
次
回
期
日
ま
で

に
さ
ら
に
明
確
に
す
る
よ
う
促

す
形
で
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

続
け
て
、
双
方
に
対
し
「
人
証

（
の
準
備
）
の
心
積
も
り
を
」

と
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
こ
の
日
初
め
て

「
話
し
合
い
で
の
解
決
は
な
い

か
？
」
と
の
発
言
も
あ
り
「
す

ぐ
に
結
論
を
と
は
い
わ
な
い
が
、

頭
の
隅
に
置
い
て
欲
し
い
」
と
、

和
解
へ
の
誘
導
の
示
唆
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
次
回
第
９
回
期
日

は
、
12
月
17
日
で
す
。

映
画
「
時
の
行
路
」
の
完
成

披
露
試
写
会
が
「
な
か
の
ゼ
ロ

ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
働

く
派
遣
工
の
８
年
間
の
解
雇
撤

回
闘
争
の
た
た
か
い
と
生
き
様
、

希
望
と
苦
し
み
、
会
社
と
労
働

組
合
、
そ
し
て
家
族
愛
を
描
い

て
い
ま
す
。
争
議
中
の
生
活
は

経
済
的
に
も
厳
し
い
中
、
組
合

を
つ
く
り
、
仲
間
を
増
や
し
、

支
援
者
と
カ
ン
パ
を
集
め
ま
す
。

家
族
と
の
シ
ー
ン
は
、
た
た

か
う
主
人
公
に
は
つ
ら
く
悲
し

い
も
の
で
し
た
が
、
生
き
る
勇

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（
東
京
支
部
・
冨
田
啓
二
）

「
時
の
行
路
」
試
写
会

兵
庫
支
部
は
１
９
８
９
年
11

月
12
日
、
34
名
で
結
成
し
、
先

日
（
11
月
10
日
）
30
周
年
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
、
来
賓
や
Ｏ

Ｂ
そ
れ
に
歌
声
の
激
励
を
受
け

参
加
者
約
70
人
で
催
し
ま
し
た
。

宇
佐
美
俊
一
委
員
長
の
講
演
、

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
変
化
と
今
後
」
か

ら
始
ま
り
、
11
万
人
リ
ス
ト
ラ

闘
争
や
地
域
会
社
で
の
職
場
労

働
者
と
の
奮
闘
な
ど
思
い
出
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た

現
職
の
組
合
員
の
決
意
の
言
葉

も
あ
り
、
多
く
の
励
ま
し
を
受

け
て
今
後
へ
の
発
展
を
期
す
と

こ
ろ
で
す
。

兵
庫
支
部
30
周
年今後の支部の発展を願い記念撮影

「時の行路」のポスターから

決
意
表
明
す
る
（
右
側
か
ら
）

新
居
、
宮
崎
、
青
木
原
告

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
ウ
ェ
ア
無
期
雇
用
逃
れ
裁
判

報告集会で裁判内容を説明する
弁護団のみなさん

高
年
法
を
骨
抜
き
す
る
高
裁
判
決
！

第
４
回
大
阪
雇
用
継
続
裁
判
を
支
援
す
る
会
総
会

津市 古田純子

％


